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介護保険係



町の現状と
課題

町の政策と
目指すべき姿目

次

01

02

03

04

05

06

通いの場環境整備

通いの場活性化支援

高齢者を支える
環境の整備

取組の成果と
表彰



01
町の現状と
課題



01 町の現状と課題（高森町の人口推移）
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⚫ 人口減少は歯止めが利かない状況になっており、今後さらに減少する見込み

⚫ 2030（令和12）年頃には人口5,000人を切る見込みとなっている
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01 町の現状と課題（高齢化率の推移）

⚫ 高齢化率は国・県を大きく上回って推移する見込み

⚫ 2030（令和12年）頃には高齢化率が概ね50％に達する見込み



01 町の現状と課題（高齢者数の推移）

⚫ 高齢者数は2025（令和７）年以降減少する見込み

⚫ 後期高齢者数は2035（令和17）年頃まで増加する見込み
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⚫ 後期高齢者の人数及び割合増加

⇒要介護認定者数や要介護認定率は増加

⚫ 人口減少に伴う現役世代の減少

⇒町の税収減少、ふるさと納税は長期的に見込めない

⇒税金によるサービス創出やサービス維持が困難

⇒高齢者の割合が増加し、現役世代で支えるには限界

⚫ 介護保険料の増加

⇒Ｈ30~Ｒ5までは、県内でも高額な介護保険料

⚫ 介護人材の不足

⇒ケアマネやヘルパーの不足・高齢化

⇒TSMCによる近隣地域の賃金高騰

⚫ 今、元気な方がいつまでも元気で居続けること

⚫ 支援が必要な方に対し、地域全体で支えられる体制

⚫ 高齢者を支援する介護人材を確保

01 町の現状と課題



02
町の政策と
目指すべき姿



アウトプット
（町の政策）

初期アウトカム
（初期成果）

中間アウトカム
（中間成果）

最終アウトカム
（目指すべき姿）

• 未来の目指すべき姿を設定し、
未来から現在に遡って政策を
論理的に組み立てる

• 全体像を可視化する

・全体像を関係者間で共有する
⇒やるべきことを明確化

・対外的にも説明しやすい
⇒予算や補助金が獲得しやすい
⇒住民にも説明しやすい

02 町の政策と目指すべき姿（ロジックモデル）



高齢者がいつまでも
元気で安心して
過ごせる町

健康寿命の延伸

最終アウトカム

中間アウトカム

初期アウトカム

要介護認定率
の減少

地域が協力
できる環境

認知症の
割合減少

介護保険料
の低減

アウトプット
（町の政策）

高齢者を支え
る人材確保

自主防災組織
活動が活発

地域の関係性が
良好

高齢者の
運動機能が維持

通いの場が
住民主体で運営

通いの場が
数多く立ち上がる

高齢者デジタル
ディバイド解消

認知症チェックと
受診勧奨体制が確立

ボランティアが
多い

通いの場に
多くの人が参加

介護事業所等の
人材を確保

高齢者が地域で
生活できる環境

高齢者の
外出支援
体制構築

認知症に対する
住民の理解が

深まる

公民館単位で
通いの場の必要性を説明

通いの場活動を
TPCで共有

公民館を
補助金で改修

半年に1度通いの場で
体力測定

脳年齢チェックを
通いの場で実施

通いの場にテレビや
PC等を整備

通いの場にボッチャ
環境を整備

通いの場ボッチャ
大会開催

スマホ・PC

教室開催

送迎付き
ミニデイ
サービス

ライドシェア

買い物サロン 認知症サポーター養成
高森避難フェス
（防災DX訓練）

生活支援サポーター養成

介護人材確保の補助金

体力測定結果を
リモート説明

Udeスポーツ

ケアプランデータ
連携システム導入

通いの場で
カラオケ

健康推進支援員の配置
集落ごとの地域活性化

イベント企画

かたろう会

通いの場イベント企画

風まる一座
人権劇

福祉有償運送

笑いヨガ

円滑な医療と介護
の連携体制構築

適切な介護
サービスの利用

多職種
連携連絡会

民生委員・児童委員によ
る個別訪問、情報提供

02 令和6年高森町ロジックモデル



03
通いの場
環境整備



高額な
介護保険料

保険料を
下げるには

課題

・なぜ、介護保険料は高いのか？
・町の高齢化状況や介護給付費を示す

・今、元気な人がいつまでも元気でいること
・週１回の通いの場を自分たちで実施
・集まるだけでも介護予防！

・地域コミュニティの核となる公民館老朽化
・段差や和式トイレなど高齢者が利用しづらい
・地域で改修等を実施する金銭的余裕がない

03 通いの場環境整備（地区説明会）



03 通いの場環境整備（公民館整備）

⚫ 補助金を活用し、地域負担なく公

民館を改修

⚫ 段差解消や手すり設置、トイレ洋

式化等により高齢者も使いやすく

⚫ ふるさと納税等を活用し、備品を

整備



⚫ 通いの場を運営する人材の確保

- 住民主体の通いの場だが、ボランティア人材の育成が必要

- 運営は住民主体だが、バックアップする人材を町が雇用

⚫ 集落支援員制度の活用

- 人件費や活動費が全額措置される特別交付税を活用

- 統括2名、各集落担当8名、包括1名、社協1名を配置

- 各集落に常駐させ、通いの場やかたろう会（地域課題を話し合う協議体）を

バックアップ

- 地域活性化イベント等を企画運営

- 集落の気になる状況等は随時、町や包括へ共有（集落と行政のつなぎ役も担う）

- 様々な町政策の実行役

03 通いの場環境整備（バックアップ体制）



04
通いの場
活性化支援



▍STEP1 ▍STEP2 ▍STEP3 ▍STEP4

通いの場を
継続・活性化
するには？

魅力的な
通いの場とは？

モチベーション
の維持・向上

活動内容の
共有

・コロナ禍で活動停滞

・百歳体操のみだと

継続は困難

・楽しんで行きたく

なる魅力的な

通いの場が必要

・高齢者だけでなく、

地域を巻き込む

04 通いの場活性化支援

・週１回の通いの場

で楽しめるものは？

・年齢を問わず、様々

な世代が楽しめる

ものは？

・興味が異なる方達が

楽しめるものは？

・日頃の活動の目標と

なるイベント。

・他人と競争したり、

過去の自分と比較でき

るような企画

・町全体が盛り上がる

ような企画

・通いの場活動内容を

ケーブルテレビで共有

⇒自分たちもやりたい

・YouTubeでの発信

⇒離れた家族も様子を

確認できる

・介護保険料低減という

目標達成を共有

ポ
イ
ン
ト

・目標があると、活動の継続・活性化につながる。

・楽しみになると活動が広がる。



04 通いの場活性化支援（防災ＤＸ訓練）

⚫ 防災ＤＸ訓練概要

・震度５弱を想定した防災訓練として令和４年１１月に高森町全域で開催。

・町民は近隣の公民館等へ避難し、住民同士での安否確認を実施

・公民館等42箇所と災害対策本部をZOOMで接続

・避難状況をリアルタイムかつ双方向で確認する防災ＤＸ訓練

・町民1,000人以上が参加

⚫ 防災を通じた地域力強化 ⇒ 高齢者だけでなく、地域を巻き込み、

通いの場を活性化

⚫ デジタルツールの便利さを実体験

⚫ 現在では、大雨等の避難所運営でZoomを利用



① 全ての公民館にボッチャセット及びコートを設営

⇒天候に左右されず、いつでも実施できる環境を準備

② 日頃の通いの場活動の目標として、町全体の通いの場対抗ボッチャ大会を開催

（年に１回）

⚫ 大会直前には毎日練習する通いの場も増加

⚫ 要望により地区ごとの小規模な大会も随時開催

⚫ 町の大会参加者は年々増加

（R4 32チーム150名、R5 53チーム290名、R6 74チーム380名）

04 通いの場活性化支援（ボッチャ）

パート1 パート2

☝ ボッチャ大会のYouTubeはこちら

90代参加
者も増加



① 脳トレ・頭の体操としてｅスポーツを導入

⇒コントローラーの操作は高齢者に難しく、町内全域への展開が難しかったため、

4色のボタンを操作するUDeスポーツ（ユニバーサルデザインのｅスポーツ）導入

② 月に2回、オンライン交流戦を他自治体と開催

⇒令和6年度では全国交流会において、高森町が2位に輝いた

③ 子ども議会でもUDeスポーツに注目し、全ての公民館に配備できないか

子どもたちからの提案

⇒課題としてUDeスポーツのコストが高い。

⇒通いの場50箇所に導入すると年間数千万円。現実的に不可能。

⇒教育ICT先進地である高森の子供たちがゲームを開発できないか町長から逆提案

令和６年夏休みに

ゲーム開発講座を開催

⇒11月のボッチャ大会時に

お披露目

04 通いの場活性化支援（ｅスポーツ）



① 全ての通いの場で、半年に１回体力測定を実施

⇒令和５年度より町で雇用した理学療法士が実施

⇒令和４年度まで実施していた地域密着リハに実施方法の助言を受け実施

② 運動器機能評価システムにより結果をグラフで可視化

⇒同世代熊本県平均や過去の自分と比較可能

③ 結果はグラフを渡すだけでなく、理学療法士がテレビ会議システムで説明

⇒１年に２回現地での測定、２回テレビ会議で説明することで年間４回説明

・体力維持向上のためのモチベーションを維持

・テレビ会議の機会を創出することでデジタルディバイド（情報格差）対策

04 通いの場活性化支援（体力測定）

̱Ҙ ὑ ɨɠɶɆ

☝ 体力測定のYouTubeはこちら



① カラオケの導入

⇒任天堂スイッチを利用したカラオケを導入

⇒運動が苦手な方でも通いの場で楽しめる環境

⇒カラオケを通じて、公民館で様々な世代間交流と地域コミュニティの強化を図る。

② 麻雀、囲碁、将棋等の導入

⇒比較的参加の少ない男性参加を促す

⇒手先や頭を使うことで認知症予防に繋げる

③ MCI（軽度認知障害）スクリーニングの実施

⇒令和６年度よりアプリを活用したMCI測定を実施

⇒かかりつけ医や専門医療機関と連携し、MCI段階でリハビリにつなげ、

認知症の発症予防・遅延に繋げる

④ デジタルディバイド（情報格差）解消

⇒補助事業等を活用し、スマホ教室やパソコン教室を実施

⇒子や孫とのテレビ電話や年賀状作成など具体的な目標を設定

⇒便利なデジタルに慣れる環境づくり

04 通いの場活性化支援（その他）



05
高齢者を支える
環境の整備



05 高齢者を支える環境の整備

⚫ 居宅介護支援専門員（ケアマネ）の不足

⇒全国的に業務の多忙さ等から新規資格取得者が少なく、減少傾向

⇒ケアプランを作成しなければ介護サービスは受けられない

⚫ 訪問介護員（ヘルパー）の不足

⇒過疎地域において、自宅で生活する上で必須のサービス

⇒事業所、人員も少なく大きく不足している

⚫ 介護事業所の人材確保

⇒TSMC等の進出により、人材確保が難しくなっている

⇒業務負担を軽減し、介護の魅力を発信する必要がある

⚫ 町独自の支援金制度を創設し、人材確保を図る

⚫ ケアプランデータ連携システムを導入し、業務負担軽減を図る



05 高齢者を支える環境の整備（令和6年度予算概要書）



05 高齢者を支える環境の整備（令和6年度補正予算概要書）



05 高齢者を支える環境の整備

⚫ 地域の理解・協力とボランティア人材の育成

⇒かたろう会において、地域活性化だけでなく、地域で協力体制を協議

⇒認知症等の病気について、住民の方々が理解する仕組みが必要

⇒若年層から認知症について理解する仕組みが必要

⇒要介護認定前の高齢者を支援する体制が必要

⚫ 交通弱者対策

⇒山間部は公共交通（バス等）が充足していない

⇒福祉有償運送は利用条件が厳しく、容易に利用できない

⚫ 生活支援サポーター養成講座等を実施し、ボランティア人材の育成を行う

⚫ 認知症について健康推進支援員が通いの場で話をしたり、認知症サポー

ター養成用座を学生向けに毎年度継続的に実施する

⚫ 買い物サロン事業を令和７年度より導入



05 高齢者を支える環境の整備（令和7年度当初予算概要書）



06
取組の成果と
表彰



06 取組の成果と表彰

⚫ 取組の成果

⚫ 補助金等を活用することで町や保険料負担はほぼ「ゼロ」で実施

⚫ 町内全域に50箇所の通いの場が立ち上り、週1回活動している。

⚫ 高齢者の通いの場参加率は約20％となり、国の目標（8％）を

大きく上回っている。（R5 16.0％、R6 19.8％）

⚫ 高齢化は進んでいるが、要介護認定率は減少傾向で、国・県平均を下回っている。

⚫ 介護保険料基準月額は7,300円 ⇒ 5,000円 に大幅減額

認定率

（%）
H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R6.10

高森町 20.9 20.1 19.9 20.0 18.6 18.2 17.3 18.1 18.0 18.5 17.8

熊本県 20.4 20.4 20.5 19.9 20.0 19.8 19.8 19.6 19.3 19.5 19.7

全国 17.9 17.9 18.0 18.0 18.3 18.4 18.7 18.9 19.0 19.4 19.7



06 取組の成果と表彰

⚫ 表彰

⚫ 令和4年度

・厚生労働省私のまちの「通いの場」自慢コンテスト

「ご当地体操＆地域の魅力発信動画」部門 全国最優秀賞を受賞

⚫ 令和5年度

・第12回健康寿命をのばそう！アワード（介護予防・高齢者生活支援分野）

厚生労働大臣最優秀賞を受賞

・体力つくり優秀組織表彰 文部科学大臣賞を受賞


